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新製品紹介

携帯電話マグネシウム筐体

M a g n e s i u m  C a s e  f o r  M o b i l e  P h o n e

安 井  誠 志 * 1

                                                
*1　Seiji Yasui　特機事業部 技術室

１．はじめに

  携帯電話の年々の進化はめざましく，製品厚さ
に関しても年々ミリ単位で薄くなっている．それ

に加えてさまざまなタイプの携帯電話が発売され

てきた．そのため筐体に対しても薄肉で高強度な

ニーズから，マグネシウム（Ｍｇ）の筐体が用い

られるようになった．

　世界最小厚さ（’00/12時点）を実現するため業
界最薄肉を狙ったＭｇ筐体を開発したので紹介す

る．（写真―１）

２．製品の概要

 製品厚み  9.9mm を実現するためフロント側に
Ｍｇを採用．バック側は電波取り込みの関係で樹

脂を採用する．そのためＭｇと樹脂の嵌合～色合

わせで従来と違った品質が要求される．

３．技術概要

３－１ 生産工程概要
  おもな生産工程は以下のとおりである．

   成形 → 加工 → 化成処理 →

            塗装 → 印刷 → 検査、出荷

　上記工程の中で特に重要な工程      の詳細に
ついて記す．

３－２ 成形
　Ｍｇの成形法にはいろいろあるが，今回は

　①薄肉成形（0.6ｔ）　　 ②高寸法精度
　③表面外観品質　　　　　④巣穴のない成形品

　

　　などの要求を満足させる成形法としてチクソ

成形（図－１）を採用するとともに，金属成形専

用の流動解析技術を用いて高い要求品質を満足さ

せることができた（図－２）．

　図－３のレントゲン写真から巣穴はほとんど見

られない高品質な成形品であることが確認できる．
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写真－１Mg筐体の携帯電話

Ｍｇ

図－１チクソ成形
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３－３ 加工
  詳細工程は以下になる．
　①ゲートカット　　②ピアス１

　③ピアス２　　　　④一次検査

　⑤ＮＣ加工　　　　⑥洗浄

　⑦ブラスト処理（裏面バリ取り）

　⑧２次検査

  特にボタン穴などについては精度が要求される
ため高精度なトリミング加工をおこなっている．

　全体工程の特徴としては，生産量がかなり多い

ため，ＮＣ加工前の一次検査を実施し，Ｍｇの粉

末は爆発の危険があることから危険作業を防爆室

に集めていることにある．全体の工程レイアウト

を図－４に示す．

３－４ 塗装

　Ｍｇの塗装と樹脂の塗装とは次のように異なる．

  ・樹脂：下塗り＋ＵＶ硬化塗装
          （生地色を生かすための薄塗り）
  ・Ｍｇ：プライマー＋上塗り塗装
　これは要求品質が樹脂のＵＶ硬化塗装レベルと

同等にもかかわらず，色は樹脂と合わせ込む必要

があるからである．そこで

  ・新規塗料の開発
　・耐摩耗対策として膜厚確保する塗装条件抽出

・プライマーそのものの調色，を行ってきた．

 上記を行うことで樹脂の塗装工程を活用し高い
良品率を確保することができた．

３－５ まとめ
  Ｍｇは地球上に多くある元素であり環境の面で
もリサイクルの面でも非常に良い物質であるとい

われている．特に昨今Ｍｇは精密部品への適用も

多くなりそれに伴ないいろいろな技術が開発され

つつある．Ｍｇ自体まだまだ発展途上にある材料

であり，今後さらに進化させるべく加工方法も含

め取り組んでいきたいと考えている．

４．おわりに

  本筐体を用いた携帯電話は三洋電機株式会社に
てＡＳＳＹ組付されＣ４０５ＳＡとしてＫＤＤＩ

から発売されるとともに海外向けモデルとしてグ

ローバルな展開が図られている．

  最後に本製品の開発にあたりご協力頂いた三洋
電機株式会社の関係部署の方々に深く感謝致しま

す．

図－２流動解析結果

図－３レントゲン写真

図－４ 成形～加工工程全体レイアウト図
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編集後記

　１０年ほど前から産業廃棄物の埋め立て地が無くなる，埋め立て費用が高騰する，

ということからリサイクルへの関心が高まり生産現場を中心としてリサイクルが推

進されてきました．

　今年の４月からは家電リサイクル法が施行され使用済み家電製品のリサイクルが

義務づけられ，自動車についても 2002 年春には使用済み車両のリサイクルが法律で

義務づけられる予定であり，いよいよ循環型経済システムが始まろうとしています．

　当社も工程廃棄物のリサイクルを基礎に，使用済み自動車の部品リサイクルについ

ても技術開発を進めてきました．これらの技術が活用され，さらに新しいリサイクル

技術を開発・活用し，循環型経済システムの構築にいささかでも役立ちたいと考えて

います．

　そこで，今回は自動車･部品のリサイクル動向と豊田合成の対応について杉本に解

説してもらいました．（Ｙ）
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